
 

１分科会 学校経営 

【研究課題】  心豊かにたくましく、夢に向かってチャレンジする子どもを育てる学校経営 

【研究の視点②】夢に向かってチャレンジする子どもを育成する学校経営の推進 

＜研究発表＞  子ども力、教師力、学校・地域力を高め、夢に向かってチャレンジする子どもを育てる 

 香川県 高松市立円座小学校 岸本 律子 

 

<発表概要> 

 郷土のよさを生かした特色ある学校経営や、研究を意欲的・独創的に進めていく学校経営を、県内から学び、学校

経営に生かしたいと考え、高松市内の校長にアンケートをとり、自校の経営に仮説をたてて取り組んできた。小規模

校でも大規模校でも経営の基本は同じであると考え、校長が子どもに直接働きかけること、教師に働きかけること、

学校と地域に働きかけることに分けて、それぞれに校長として何ができるか考え実践してきた。 

子どもへの働きかけは、直接離す機会に、分りやすい話し方の工夫や子どもの活躍の場をふやす工夫をした。また、

問題行動をもつ子どもへのかかわりについては、直接かかわることを基本姿勢とし、職員へもそれぞれの立場でのか

かわりを提案してきた。また、教職員への働きかけについては、協働できる組織をつくり、学級差のない組織とした。

地域への働きかけや保護者への働きかけは「子どものため」を合言葉に、学校支援ボランティアを立ち上げ、「子育て

について話し合う会」の発足や継続支援をした。 

子どもにとって、よりよい教育環境をつくり、「自分から」をキーワードにした子ども像も掲げ、主体的に活躍する

子どもの育成を目指した実践を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


